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２月の行事 

☆展示「あまいおかしと本の時間」 

●と き 2月２日（月）～３月1６日（月） 

●ところ 松永図書館 展示コーナー 

●内 容 バレンタインデーに因んでいろいろなお

菓子缶や製菓の道具を展示する。また、

お菓子に関する本約６０冊を集め、展

示・貸出しをする。 

☆あかちゃんといっしょのおはなし会 

●と き ２月１１日（水）、１２日（木） 

            １１時～11時１５分 

●内 容 乳幼児とその保護者を対象にしたおはなし会 

☆土ようびのおはなしのじかん 

●と き 毎週土曜日1５時～１５時１５分 

●内 容 幼児・児童とその保護者を対象にしたおはなし会 

 

 

 

 

 

 

 ☆交流促進講座開催事業 高齢者交流事業 

  健康講座 

●と き ２月２４日（火）1３時30分～1５時 

●ところ 神村ふれあいプラザ  

●内 容 健康体操と健康相談 

●対 象 高齢者 

●講 師 井上邦枝さん 

●持参物 水分補給のための飲み物 

●申込み・問合せ 神村コミュニティセンター 

 

 

 

３月の行事 

☆移動図書館「わくわく号」がやってくる！ 

●と き ３月８日（日）１０：００～１３：００ 

●ところ 長和島公園周辺道路、クリーク 

●内 容 第１５回フレンドリーピックまつながカ

ープヂェーの関連行事として行う。児童や

その家族を対象に貸出しを行う。 

 

 ☆展示「足とはきもののステキな関係」 

●と き ３月１８日（水）～４月２０日（月） 

●ところ 松永図書館 展示コーナー 

●内 容 「はきものはカラダを支える」をコンセ 

プトに、様々な用途に合わせて進化して

きた「はきもの」について紹介する。あ

わせて関連本の展示・貸出を行う。 

     協力：福山市松永はきもの資料館 

☆あかちゃんといっしょのおはなし会 

●と き ３月１１日（水）１２日（木） 

           １１時～１１時１５分 

●内 容 乳幼児とその保護者を対象にしたおはなし会 

☆土ようびのおはなしのじかん 

●と き 毎週土曜日 １５時～１５時１５分 

●内 容 幼児・児童とその保護者を対象にしたおはなし会 

＜図書館のお休み＞ 

３月１７日（火） 

 



 

 

 

新しい年を迎えた、1月１０日（土）今年度最後の「てつがくカフェ」を開催しました。第３回

目のテーマは『民主主義とは？～人って誰のこと～』についての対話でした。大きなテーマに、参

加者の方々は少し戸惑った様子でしたが、コーディネーター上村先生の「民主主義から何を想像し

ますか？どんなイメージがありますか？」の問いに、参加者からは、「民が主、人を大切にするとい

うこと、選挙、自由と平等、みんなで決める、民意、多数決・・」などの意見が出ました。そして、

私たちが生きているこの社会、「民主主義の危機であると感じますか？」につながり、みなさんから

は、さらに「独裁制ではない。思想の統制はないから民主主義は守られている」という意見が出ま

した。その反面、「SNS等での小数派への抑圧や攻撃がある」や、「多数派に巻き込まれ、少数派の

意見を言うと無視されたり、とりこぼされてしまうこともあると思う」などの意見も出ました。日

本の歴史や、今現在の状況をあらためて振り返りながら、「民主主義」という意味を考え合いまし

た。 

最後に、『「民主主義」は、国家レベルでは独裁制度ではないが、生活レベルで考えると、いわゆ

るマイノリティの置かれている状況はよくなってはいない。国民全体の利益を生むことと多様な意

見を尊重することが重要。多数決は民主主義ととらえがちだけれど、少数派を抑圧するのではなく、

大切にすることや、自由・平等・権利ということを考えながら、これからの社会をどうつくるのか

を考えていくことも大切』とまとめられました。 

今年度、３回開催したどの回も大きなテーマについての対話となりました。今年度参加してくだ

さったみなさんとは、初めての出会いでしたが、終了してみれば、「てつがくカフェ」は、いろいろ

な思いが聞けたり、新たな気づきがあったり・・楽しい時間だったと話していただきました。次回

からも継続してほしいという意見もありました。『対話』によって、“自分自身を振り返る”“お互い

の意見を尊重する”など、たくさん学ぶことができた講座になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


